歴史地震研究会　2010～11年度　第2回幹事会

　(2011年2月21日：16時～18時30分、於地震予知総合研究振興会会議室)

出席者：北原・武村・諸井・矢田・卜部・松浦・林・小松原

１）　新潟大会関連事項
1-1．会場関係

大会期間中(9月16日～17日)の新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」の利用を申請し・許可された。
利用する部屋は、100人講義室A・B、20人会議室および多目的スペース。

利用時間は、16日8:30～19:00、17日8:30～17:30とする。
多目的スペースを利用して新潟大学附属図書館が歴史地震史料展(仮称)を同時開催する予定。なお多目的スペースのうち約50㎡は、歴史地震研究会のポスター会場として使用する。

歴史地震史料展について：新潟大学の矢田・卜部両行事委員が全面的に協力して開催する。史料展にかかわる会場費は新潟大学が負担する。
1-2．公開講演会および開催形式
公開講演会の名称は「越後・北信の歴史地震と地盤災害」とする。

公開講演会の日時は17日14:00～17:00とする。

講演者は矢田会員・卜部会員・松浦会員、司会は武村会員、講演は各人40分、講演後に討論の時間を設ける。

具体的には2名の講演後に休憩を挟んで1名の講演および討論。

シンポジウムとするか講演＋質疑応答とするか、今後協議する。

公開講演会の参加費は無料とすることが望ましい。公開講演会の配布資料はお金のかからない方法で作成する。
4月1日に新潟大学災害・復興科学研究所が改組・設立されることになり、その組織設立まで開催形式(主催・共催・後援)は決められない。新年度になってから改めて協議すること。

新潟大学に歴史地震研究会から協力(名義使用許可など)をお願いする際の添付資料として、上記の講演会名に加えて講演者の氏名と演題を明記することが必要。このため、3月末までに講演者の間で連絡をとりあって演題を決めること。
1-3．研究発表会

　時間内に収まるように、場合によってはポスター発表に回ってもらうこともありうる。

　プログラムは宍倉行事委員が編成する。

　できる限り若手・新入会員を招くようにする。

　研究発表会の参加費は予稿集代実費(1000円程度)とする。公開講演会の配布資料と研究発表会の予稿集は別々に作る。

　1-4．巡検

　出発は大会会場直近のバスターミナルとする。

　解散場所は直江津・新潟空港・新潟駅前の3箇所とし、参加者が無理なく帰宅できるような時間配分を組む。なお近年の巡検参加者は東海道新幹線沿線と弘前・徳島など。

巡検は40人の中型バス１台で行う。

次回幹事会までに見積もりをお願いする。担当は卜部行事委員

1-5．懇親会
懇親会は、ときめいとと同じ建物にあるチサンホテルにて、9月17日17:30～19:30に開催する。

立食形式で1人あたり5000円・飲み放題コース、人数約50人で仮予約を取った。

飲み物代金は人数分必要だが、食事は適当に減らすことが可能。院生・学生等の割引を設け(飲み物代のみ）、不足が出た場合には研究会から補填する。
　懇親会参加者は7月末日までに申し込むことになっている。8月中旬には人数が確定する見込み。チサンホテルに対する参加者数の最終連絡は9月でも可。

　1-6．申し込み受付・広報

　3月10日までに、大会の概要(日程・巡検など)と講演等申し込み受付に関するお知らせ(第一報)を、会員向けのはがき、研究会ホームページ、musha、地震学会ニュースレターなどによって広報する。
　広報原稿は宍倉行事委員・小松原総務委員で原案を作り、矢田・卜部両行事委員が内容を検討したあと、幹事会メンバーに送る。はがき用原稿とホームぺージや地震学会ニュースレター用の原稿をそれぞれ諸井・林に送る。
第一報では開催形式(主催・後援など)を明記せず、単に歴史地震研究会の大会としてお知らせする。開催形式が確定した後に、そのことを通知する。

各種資料の作成期限とお知らせの予定は次の通り。
· 第一報(開催概要と各種申し込みのあて先・締め切り告知)：3月10日

· 新潟大学向け申請書に必要な資料作成：4月末日ごろ？(状況次第)

· 講演申し込み(演者と演題・口頭かポスターか)：５月末日

· 第二報(開催形式・プログラム・参加費・詳細スケジュール)：7月10日

· 予稿集原稿締め切り：7月末日
· 懇親会・巡検参加申し込み締め切り：7月末日
· プログラム確定：8月上旬

· 報道機関向け資料・大判ポスターなど：8月中旬

1-7．そのほか

・大津大会の巡検・懇親会などの収支簿を諸井財政幹事から卜部行事委員に送る。

・行事用にメーリングリスト(rekishi.11@m.aist.go.jp)を作成したが、正常に投稿できるか確認すること。（行事委員会以外）
２）　入退会者報告

以下の3人より入会申請。全員一致で承認。

小山真紀さん・吉田律人さん・世古忠さん

退会者なし。
会員数は総計２２２人に。
　
　３）　2012年大会について
北原会長と横浜市ふるさと歴史財団・横浜市史資料室の吉田新会員が話し合い、横浜市の関連機関は市内で開催することに積極的との感触を得る。横浜市立開港資料館の松本館長は同館での大会開催を快諾。高村先生が大会の世話をしてくれる見込み。

幹事会として2012年大会を横浜市で開催するべく総会に提案する。

新年度になったら北原会長・武村副会長が挨拶に伺う。また2012年行事委員として、正式に吉田新会員に就任を依頼する。吉田新会員の上司にも話を通す必要がある。吉田新会員に加え、北原会長、宍倉行事委員・小松原総務委員などが協力して大会運営を進める。職務上吉田新会員の勤務時間中に会議のため東京まで呼び出すことは難しいと考えられるので、休館日(月曜)に会議を開催するなど、当人の状況に配慮する必要がある。

４）　会誌投稿状況
現在６編の論文が寄稿されている。西山旧行事委員から講演会のまとめが来ない。小松原が催促する。もう少し、寄稿を求める。
編集委員会を開催する余裕がないので、松浦編集幹事から各査読者あてに直接原稿を回す。

前号のWeb用原稿は提出済。

松浦編集幹事が、学術会議発行の学術団体名鑑に掲載されるための資料を作成している。原稿案ができた時点で幹事会にメールでまわす。所在地は地震研究所、連絡先は地震予知振興会とする。
　５）　次回幹事会

次回幹事会は、6月6日16時～地震予知総合研究振興会会議室にて開催する。
